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ABSTRAK 

ANGGUN  PUTRI  RIYANI. 2015. Efektivitas Model Temuan Terbimbing untuk 

Meningkatkan Kemampuan Bahasa Jepang Pada Siswa Kelas XI  di SMA  Negeri 40  

Jakarta . Skripsi, Jakarta: Jurusan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, 

Universitas Negeri Jakarta. 

 Dalam kegiatan belajar dan mengajar (KBM) guru memegang peran penting 

terhadap pemahaman siswa. Ketertarikan siswa terhadap suatu pembelajaran 

tergantung dari cara guru menyampaikan pelajaran di kelas. Oleh karena itu, guru 

dituntut untuk kreatif dalam penyajian materi. Penggunaan model temuan terbimbing 

dapat merangsang nalar dan daya berfikir siswa untuk lebih aktif dan mandiri 

menemukan potongan-potongan materi yang dipelajari. Berbeda dengan model 

ceramah dimana siswa hanya tinggal duduk manis menerima semua materi dengan 

utuh, model temuan terbimbing menuntut siswa untuk lebih aktif dalam kegiatan 

belajar mengajar. 

 Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui efektivitas model temuan 

terbimbing terhadap kemampuan bahasa Jepang, mengetahui peningkatan 

kemampuan bahasa Jepang sebelum dan sesudah model temuan terbimbing 

digunakan, serta mengetahui tanggapan siswa mengenai penggunaan model temuan 

terbimbing terhadap kemampuan bahasa Jepang siswa kelas XI di SMA Negeri 40 

Jakarta. Untuk dapat mecapai tujuan penelitian, maka dilakukan penelitian dengan 

mengajarkan bahasa Jepang dengan menggunakan model temuan terbimbing. 

Penelitian ini merupakan penelitian pre experimental design tipe pre test and 

post test one group Sampel dalam penelitian ini yaitu kelas XI IIS 1 yang terdiri dari 

30 siswa. 

Setelah dilakukan analisis data, maka didapatkan hasil bahwa model temuan 

terbimbing memiliki efektivitas tehadap kemampuan bahasa Jepang siswa. Nilai 

 yang lebih besar dari  menunjukkan bahwa hipotesis kerja diterima. 

Pembelajaran bahasa Jepang dengan menggunakan model temuan terbimbing 

membuat siswa lebih aktif dan meningkatkan kemampuan bahasa Jepang karena 

siswa dituntut untuk menemukan potongan-potongan materi secara mandiri. 

Kesalahan yang terjadi selama pembelajaran, akan membuat siswa lebih paham 

karena mengalami kesalahan itu sendiri. Kegiatan ini memungkinkan kemampuan 

bahasa Jepang siswa menjadi lebih baik. Berbeda dengan pembelajaran bahasa 

Jepang dengan menggunakan model ceramah dimana siswa bisa mendapatkan materi 

secara utuh dan pengajaran yang dilakukan hanya satu arah dari guru saja. 

Kata kunci : Model Temuan Terbimbing, Kemampuan Bahasa Jepang 
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ジャカルタの第四十号国立高校でのディスカバリーラーニングの日本語の能

力向上のための効果 

 

ジャカルタ国立大学 

Anggun Putri Riyani 

riyaniputri28@gmail.com 

概要 

A. はじめに 

 教師は学生が授業を理解できるかどうかに深く関わっている。教室での教

師の教え方は、学生の興味に影響を与える。だから、教師は創造的な教え

方をしなければならない。 

 高校のときの経験に基づいて、一方の教え方は学生によくない。一方的な

教え方は、学生の自信を少しずつ失くしていく。この教え方では、学生は

ただノートを取り、教師の話を聞くだけである。 

 この問題を解決するために、筆者がディスカバリーラーニングというモデ

ルを選んだ。本研究の目的は次の通りである。 

１． ディスカバリーラーニングの効果を分かること。 

２． ディスカバリーラーニングの日本語学習における効果に関する学生の

意見が分かること。 

 Eggen と Kauchak (2012:177)によると、ディスカバリーラーニングとは、教

師がある状況の話題の例をあげれば、学生は自分でその話題が分かる。

Bruner (1660) によると、ディスカバリーラーニングとは、教師は根本的なこ

とを教えず、学生がその根本的なことを発見しなければならない。それは

活動的な授業を作るためである。 

 このモデルをクラスで使うことによって、日本語能力の向上が期待できる

と考え、筆者はジャカルタ第四十号国立高校において、上司の説明に基づ

mailto:riyaniputri28@gmail.com
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いて、日本語の学習成果の研究を行おうと考えた。従って、本研究のタイ

トルは「ジャカルタの第四十号国立高校でのディスカバリーラーニンの日

本語の能力向上のための効果」。 

 

B. 研究方法 

 本研究の方法は実験であり、モデルは Pre Experimental Design を使用した。

研究のデザインは Pre Test Post Test Control Design である。サンプルは２年

生である。この研究は１つクラスを使用した。実権クラスとしては２年 IPS 

1 組のクラス、30 人の学生である。実験クラスではディスカバリーラーニン

グを学生に使用した。 

 

C. 研究結果と分析 

 本研究の対象はジャカルタ第 40 号国立高校の二年生であり、2015 年 1 月 5

日から 1 月 22 日まで行われた。研究内容ははディスカバリーラーニングの

日本語学習における効果はどうであろうかということである。 

 本研究の器具は２つある。テストとアンケートである。テストは事前テス

トと事後テストである。アンケートはディスカバリーラーニングの使用に

関して学生の意見を知るためである。研究のステップは次の通りである。 

１． 研究の前 

筆者は研究を準備する。たとえば、学校を調査すること、器具を作ること、

学校の教師と実験クラスを決定すること、RPP を書くことや研究に関係する

いろいろなことを準備する。 

 

２． 研究 

ディスカバリーラーニングで勉強する前に事前テストを配る。本研究は実験

にクラスでディスカバリーラーニングを使用する。 

３． 研究の後 

学生の意見を知るために、アンケートを配る。それから、事後を配る。 
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 事後テストの分析の結果では db 29 の は 2,0452で、有意水準は５％であ

る。計算した結果に基づいて、 ＞ 、すなわち 7,832＞2,0452 である。

ということは、 は拒否された一方、 は受け付けられのである。つまり、

日本語の能力向上に対してディスカバリーラーニングの効果があるという

ことが分かった。 

 ディスカバリーラーニングでは学生は自分で根本的なことを発見しなけれ

ばならいので、記憶力が高められるのである。 

 アンケートを分析した結果で、93％の学生は「日本語は難しいと思う」と

答えている。100％の学生は「教師はいろいろな教え方を使用しなければな

らない」と答えている。６７％の学生は「ディスカバリーラーニングで日

本語は面白くなる」と答えている。９０％の学生は「ディスカバリーラー

ニングで日本語が分かりやすくなる」と答えている。93％の学生は「ディ

スカバリーラーニングは日本語の学習に合っている」と答えている。 

本研究の結果から 2つの欠点が見出せた。それは次の通りである。 

１. 集中できない学生は、習得が遅くなる。 

２. ディスカバリーラーニングでは、学生は自分で根本的なことを発見しなければ

習いので、教師は従来の教え方に慣れてしまっている学生にとっては難しい。 

 

D. おわりに 

 ディスカバリーラーニングの使用は、日本語の能力の向上にいい効果をも

たらした。これは、 は拒否されたが、 は受け付けられたという点であ

る。さらに、ディスカバリーラーニングが日本語学習の成果に効果的であ

った。ほとんど学生によると、ディスカバリーラーニングで日本語が分か

りやすくなり、日本語の授業に合っているとのことだ。 
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